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中司 はい、それでは時間になりましたのでセッションを始めたいと思います。今回は「国際人材としての

日本のアクチュアリーの現状と展望」ということで、こちらの４人のパネリストが発表を行います。 

 私は、オーガナイザーを務めます中司と申します。ＲＧＡオーストラリアで現在勤務しております。よろ

しくお願いいたします。 
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少し前の記事なのですけれども、こちらの記事を見ていただきたいと思います。今年になって、海外の保険

会社へのＭ＆Ａが活発に行われ、多数報じられております。このような、少し前の 2014年の記事なのですけ

れども、このような論調で報じられているということもあるのですけれども、皆さん、これを見てどのよう

に思われますでしょうか。ここで報じられていることが事実なのかどうか、あるいは、仮に事実であるとし

て、ここに書いてありますけれども、では、英語が使えれば海外で活躍ができるのだろうか。 

 

 このセッションでは、幾つかのケーススタディを通じて、実際に国際的な環境でアクチュアリーとして働

くことはどのようなことなのか、それを皆さんにお伝えしたいということとともに、国際人材という観点か

ら見た時に、今、日本のアクチュアリーはどのような立ち位置にいて、そして、何を考えて、今後、将来ど

うあるべきなのか、そのようなことを皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 
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ここで、少し言葉の定義をさせてください。これからこの言葉がよく出てきますので。 

 一つ目が、「国際的な環境」。これは、ただ、海外へ行くということだけではなくて、例えば、他の国の方々

と一緒に働く、あるいは他の言葉を使う、そして、他のマーケットについて業務をする、このような、もう

少し広い概念で私たちは使っていきたいと思っています。 

 また、「国際人材」という言葉ですけれども、ただ、このような国際環境というところにいるだけではなく

て、そこで、日本でいる時と同じように業務を遂行して成果を出していける人材というように、われわれは、

ここで定義をして話をしていきたいと思っています。 
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ここで、簡単に流れを確認していきたいと思います。まず、このセッションの前半では、四つのケーススタ

ディ、パネラーの皆様にご自身の経験をお話しいただいて、皆さんとそれを共有したいと思っています。そ

して、後半は前半をベースに、日本のアクチュアリーが今どんな状況なのか、そして将来像はどうなのだろ

うか、それについて双方向ツールで皆さんのご意見を伺いながら、国際人材に対する幾つかのテーマについ

て、意見をぶつけあっていきたいと思っています。 

 

 さて、もう、多分何回も使われているのでここは簡単にいきますが、双方向ツール、大体１番から６番ま

で、匿名ですので、忌憚ないご意見を頂ければと思います。とは言うものの、初めての方もいらっしゃると

思いますので、２問ほど練習がてらボタンを押していただければと思います。 
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最初の問題ですが、国際的な環境、先ほど定義しましたけれども、「異なる言葉、あるいは、異なる人たち、

あるいは、異なるマーケット、このようなところで働くことに、興味がありますでしょうか」という問題に、

お答えいただければと思います。では、押してください。 

 

 ありがとうございます。だいぶ揃ってきましたので回答を見てみたいと思います。 

 すばらしいですね。「チャンスがあれば、選択肢と思う」が、43.8％というように出ています。「分からな

い」方も、3.1％いらっしゃるようです。 
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では、もう一つ、いってみたいと思います。「本パネルディスカッションに参加した、一番の理由は何でしょ

うか」皆さん、どのようなことに興味をもたれているのか、お答えいただければと思います。 

 はい。もう少し待ちますね。 

 はい、では、ここでいったん締め切ります。 

 

 なるほど。ちょうど、１番と３番が同じ程度、37％ぐらいということになりました。 

 今回は、前半のケーススタディ、特に実際に海外の経験をされている方、国際的な環境で働かれている方

の経験談がどんどん出てきますので、ご期待ください。 

 それではここで、今回は現在海外に実際勤務されている、あるいは勤務の経験のあるパネラーの方にお集

まりいただきました。私を含め、４人のうち３人までが実際に現在海外で勤務をしております。まず、今回

お集まりいただきありがとうございます。 

 

 それでは、さっそく最初のケーススタディとしまして、現在、上海で勤務をされている明治安田生命の大

関さんにお願いいたします。 
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大関 明治安田生命の大関と申します。申し訳ございませんが、本日は座って、お話しさせていただきます。 

私は 2012年から、今年で４年目になりましたけれども、明治安田生命の、今、中国の現地法人であります北

大方正人寿というところで勤務しております。業務内容としては、「アクチュアリー顧問」というタイトルで

す。チーフアクチュアリーと呼ばれる、現地のアクチュアリーのトップをサポートして、一緒に業務をして

いるというような状況でございます。 
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ここに簡単な略歴を書かせていただいておりますけれども、バックグラウンドとしましては、私は 10年ほど、

生保分野を中心に業務経験をしています。それから、かじった程度ですけれども、リスク管理の部署を、上

海へ行く前は経験しております。それに加えて、海外事業ということでございます。チャンスもあって、米

国アクチュアリー会の正会員資格を取ることができました。その期間がありますので、1992年入社なのです

けれども、実際の実務経験という意味では、まだ 10年ほどということになります。一応、英語で業務ができ

るという前提で中国に赴任しました。赴任時に、中国語の学習経験は全くありませんでした。これについて

も、後でちょっとお話しすることになると思います。家族構成は、私には小学校、今、３年生の娘がおりま

して、今、３人で赴任していると、そのような状況でございます。 
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このセッションの企画が、そもそも持ち上がったのは今年の６月だったのですけれども、2014年あたりから、

第一生命さんが米国の会社を買ったことを契機に、生保会社が外国に出ていくという気運がさらに高まって

いました。それまでは、アジアの方に、大手を中心に進出していましたけれども、その流れの中で、今年の

６月以降、各社毎月のように、このような報道が流れていました。私は、そのとき上海にいて、このへんの

報道を、第三者の立場から聞きました。明治安田も 7月に米国の会社の買収をアナウンスしましたが、当然、

守秘義務などがありますので、このような情報は、通常は社内にも流れません。ですから、内部的に知った

のではなくて、あくまで第三者の立場として知りました。ということで、これには非常に最初驚いたのです

が、一方で同タイミングで７月に、生命保険経営の紙面に、植村先生の「わが国、生命保険会社の海外展開

の現状と展望」という論文が出て、日本がこれまでなぜ、海外ということよりも日本のマーケットを重視し

てきたか、だが、ここ数年そのトレンドが変わってきて、海外に積極的に出ていくようになったかといった

話が出てきて、また、ここ数カ月そのような状況に触れて、改めて海外事業部門にいる人間として、またア

クチュアリーとして身が引き締まる思いをした、そのような経験をしております。 
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次のページにいきまして、それもあって、今どのくらい、海外に駐在している日本人がいるかということで、

これは、外務省のホームページに、実際に海外にいる邦人の人数というものが、大使館などを通じて統計が

取れていますので、そのへんのデータを取ってきました。今全部で 129 万人いて、そのうち長期滞在者、こ

れが約 85万人ほどいるということで、人口の１％弱の方の日本人が、３カ月以上常駐している、駐在してい

るという状況でございます。この人数は、特に専門職ですとか、社命を帯びて海外へ行く人たちの割合とし

てはもっと多いと思いますので、今後、日本人口の１％や２％などという形で増えていくかと思います。参

考として、今、日本アクチュアリー会の人数を見てみると、ここに示したように、正会員、準会員、研究会

員というと 4,000 名ありますので、この人たちが、今後何人行くかということは、非常に私も興味があると

ころでございます。聞き及んでいるところによりますと、各社、今、１人、２人常駐しているところもある

というように聞いております。弊社の場合は、私、今のところ１人ですけれども、今後どうなるかは、特に

聞いていないのですけれども増えてきてほしいなと思っているところでございます。 
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次のページは、あくまで参考ということで資料として出しておりますけれども、今のところ、アジアが過半

数、「民間企業関係者」と書かれているところでいうと、459,000人いますけれども、その半数がアジア、さ

らにその半数、北米が 12万人、それから、西洋・ヨーロッパが５万人という、このような分布をとっている

のが、今のところです。 
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ここまでが前おきで、これから私の今の業務について、お話しさせていただきます。北大方正人寿というと

ころは、2010 年に明治安田生命が経営参画しまして、今、約 30％の株式を持っております。他、残り 70％

は、中国の現地の会社が持っているという状況でございます。会社規模は、ここに書かれているように、そ

れほど大きくない会社ではございますけれども、一応、代理人チャネルなどの一通りのチャネルを網羅して

業務しているという状況でございます。その中で、今の私の立場というのは、2012 年４月より、チーフアク

チュアリーのサポートという形でのアクチュアリー顧問、これが一番大きな業務で、あわせて、現地のアク

チュアリー部門、主計部と商品部に当たりますけれども、のサポート・業務指導として、一緒に業務するこ

とになります。それから、明治安田生命の国際事業部の、リエゾン機能と言っていますけれども、現地に対

してのいろいろの、指導もありますし要望もありますし、また現地で何が起きているのかを、特にアクチュ

アリー部門のテクニカルな話とか、そのへんのところを噛み砕いで本社の方に説明する、あるいは情報をと

ってくる、そのような機能と、三つの役割を持って、今仕事をしているところです。 

 基本的なスタンスは、現地スタッフに混ざって作業をする。作業しながら、彼らのやっているプロセスを

追いかけながら、現地のレギュレーションを学んだり、あるいは日本のやり方を伝えたりという形で、一緒

に仕事をしながら課題を探っているという、そのようなスタンスで、これまで仕事をしております。 
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次のページにまいりまして、チーフアクチュアリー業務、中国のアクチュアリーの大体のイメージを、簡単

にご説明さしあげます。イメージ的には、保険計理人の立場と経営者の立場、両方を持っています。それで、

業務範囲は非常に広いです。基本的には、会社の中の、アクチュアリー業務のヘッドという形になりますけ

れども、その中で特徴的な業務を幾つかご説明さしあげます。 

 一つは、商品開発の部分です。日本と違って基本的には届出制になっていて、担当当局が準備したレギュ

レーション、これをしてはいけない、あれをしてはいけない、ローディングはこれだけしかとってはいけな

い、そのようなレギュレーションに従ってプライシングをやります。そのプライシングの結果というのを、

チーフアクチュアリーがサインをするのですけれども、一応それは終身責任ということで、ここに関しては、

保監会から厳しく言われています。実際にはこれまでチーフアクチュアリーが罰せられたということは聞か

いのですけれども、将来的に何かあった場合はずっと追いかけられるというところで、ここは非常に責任が

重いところでございます。 

 中国の会社は、一般的に商品開発の期間が短くて、大体１カ月くらいで作ったりします。他社で売れ筋商

品があると、それの商品を分析、再現して改良し届出するというようなことを１カ月以内でやったりします。

非常に早いです。主力商品も、日本と違う商品があったりします。 

 あと、責任準備金の評価に関していうと、ＩＦＲＳライクな評価をやっています。ＩＦＲＳライクな評

価は 2009年から入ってきて、ヨーロッパの基準を先取りしています。ちょっと早急にやっている感じがあり

ます。それから、経済ベースのソルベンシー規制というのは、今年から試行されました。これも、ソルベン

シーⅡのいいとこ取りです。３年くらいで作ってしまったので、いいとこ取りしてしまって、これから実務

をやっていくというような形です。 

また、会社の中では、保険数理の専門家という形で、経営管理者の一任として、チーフアクチュアリーは

14-13



 

いろいろなところで発言します。アクチュアリーがいない場でも発言することが多いですし、一般の会議で

も、例えば、「継続率が悪い」とか「もっと保障性商品を売るように」など、そのような話も積極的に言って

います。 

 あと、当社の場合は、あまり大きな会社ではないですので、チーフアクチュアリーが、やはり他の会社の

チーフアクチュアリーとコミュニケーションしながら情報をとってきます。今、市場で何が起きているのか、

他社のベストプラクティスは何なのか、そのような話を積極的にやっているというのが、当社のチーフアク

チュアリーです。私はその彼と一緒に話をしながら相談相手になっている、そのような状況でございます。 

 

 

ちょっと、時間がなくなってきましたので、急ぎ、海外滞在での業務という形でいうと、三つ、このスライ

ドにあるような感じで、語学、専門知識とコミュニケーション、異文化の中での生活という意味でテーマが

分かれるのですけれども、日本にいるときにはないストレスを感じますので、ストレス管理というのは重要

になってきます。例えば、海外で生活するということで、日本ではありえないような、日本では当たり前で

ある生活サービスが受けられなかったりするので、そのような部分というのは、ある程度は目をつぶらなけ

ればいけない。一方で、そのようなところに目をつぶって、良い部分に注目をしていくと、いいことといい

ますか楽しいこともあるし、有意義なことがあるということで、生活を楽しめるというようにもなります。 
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時間が少なくなりましたので、中国アクチュアリー会の紹介については、こちらのスライドをご覧ください。

ちょっと駆け足で話をさせていただきましたが、また、後半のところでお話しさせてください。ありがとう

ございました。 

 

中司 はい、ありがとうございます。 

 それでは引き続きまして、次に、現在香港で勤務をされております、メットライフアジアの岡口さんにお

願いいたします。 
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岡口 はい、紹介いただきました岡口です。香港の、リージョナルオフィスというところで働いております

が、私どもの会社は、アジア地区で、10 カ国で保険を売っているわけですけれども、香港にはその 10 カ国

の統括をする部門がありまして、それをリージョナルオフィスと言っております。では、次のページお願い

します。 
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略歴ですけれども、私は、大学卒業後、年金アクチュアリーとして、信託銀行に入りまして、それから、し

ばらくしてから生命保険会社に移って、諸統計やＡＬＭなどをやったのですけれども、当然、東京でしたけ

れども、この間は、国際的な業務という点では、ほとんどゼロという状態でした。そして、2004 年に転機が

ありまして、アメリカのデラウェア州というところに行くチャンスを頂きました。それで、最初は、２、３

年という話だったのですが、結局、10 年間いることになりまして、その 10 年間でやった主なことと言いま

すと、まず、生命保険のＵＳ-ＧＡＡＰ、米国会計基準の決算、それから、商品サイドでは、商品開発用のソ

フトウェアの導入、これは、日本と中東、middle east の諸国の担当をしました。それから、最後には南ア

ジアの、またＵＳ-ＧＡＡＰ決算を担当したという感じです。それで、去年の夏から香港に来たのですけれど

も、そこで、先ほど申し上げましたリージョナルオフィスで日本を含む７カ国のサポートをさせていただい

ているのと、最後にアメリカでやっていました南アジアのバングラデシュとネパールのアポインテッドアク

チュアリー、これは保険計理人ですけれども、その仕事も兼務しております。 
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このページでは、アクチュアリーにとって国際的業務とは何かというところをお話しできればと思います。

基準が違うという例として、法定決算と、アメリカにおけるＵＳ-ＧＡＡＰ決算を比べてみようかなと思いま

した。 

 それで、言うまでもないことですけれども、法定決算の方というのは、契約者保護の観点からルールが定

まっておりますので、死亡率が、結構保守的であったりなど、責任準備金の計算ですね、それに加えまして、

もっと大きなリスクに備えるためにキャピタルを積みましょうなどということになっております。一方のＵ

Ｓ-ＧＡＡＰ基準ですけれども、こちらでもやはり、同じように責任準備金を計算したりしますが、こちらは、

アメリカの証券取引委員会ですか、ＳＥＣが決めていると言っていいと思うのですが、投資家の観点からル

ールが決まっています。どのようなことかと言いますと、例えば、保険契約ですと、初年度は、大体新契約

費がありますので損益がマイナス、それで、利益が出るのは２年目以降というになることがあると思うので

すけれども、そうすると、新契約が多いと、その年は収益が悪く出たりするので、そのようなことがないよ

うに、なるべく長い期間で利益を平準化して見せるような仕組みになっています。ということで、法定決算

の方は、バランスシート重視、それでＵＳ-ＧＡＡＰの方はインカムステイトメントを重視しているというこ

とです。 

 そうしまして、これは、アメリカの例ですけれども、アメリカ以外でも、どこの国でもその国のオリジナ

ルの基準があるわけでして、仮に日本の会社が、その外国の会社を傘下に入れたという場合でも、当然その

国のルールに従ってレギュレーターに報告しないといけないということになります。そして、まだです、す

みません。下の方で、「アメリカでは」と書きましたけれども、アメリカの監督官庁は、連邦政府ではなくて

各州ごとにありますので、法定決算が 50 種類あるという感じです。まあ、正確にいうと、ワシントン DC を

足して、51 かもしれませんが、それぐらいあるということです。ＵＳ-ＧＡＡＰは、一つだけ。それから、
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タックスリザーブという全く別の基準もありまして、アメリカは大変だなということです。 

 そして一方、私が現在いる香港ですけれども、香港のイメージといいますと、私のもっているイメージは、

世界中のお金持ちがお金を投資して、保険商品もアグレッシブという感じなのですけれども、聞いてみまし

たら、実際商品認可というものがいっさいないそうで、どんな商品でも売ってよいと。ただし、インベスト

メントの要素がある商品は、そちら系の規制が適用されるということなのですが、そのような香港でも、実

際今年の夏から、新しい監督官庁が設立されたということで、契約時の、イラストレーションの規制ですと

か、あとキャピタルがもうちょっと改善、ルールが改善されたりなど、そのような流れが起きています。 

 

 

次は海外事情ということで、海外で働いた経験を、ちょっと、軽めな話をお話ししたいのですが、まず印象

としては、アクチュアリーという職業、これが、日本よりは一般によく知られているのではないかなと思い

ます。実際、あるサーベイでは、なりたいベストプロフェッション No.１というようなランクになったこと

もあると。そして、一般的な認知度と関係しているのかもしれませんが、大学にアクチュアリー学科という

のがあったりします。専攻がアクチュアリアルサイエンスという人がいるわけです。それから次は、アメリ

カのＳＯＡのことなのですけれども、新しく正会員になる方というのは、結構アジア系の方が多い。新会員

名簿を見ても名前で判断しているのですけれども。それから、最後ですけれども、女性がものすごく多いと

いうことです。大体半分ぐらいではないかと思います。どの国に行っても大体、日本以外だと。 
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では、最後のページなのですけれども、アメリカのアクチュアリー会、ＳＯＡについて、簡単にお話しさせ

ていただきます。会員数は約、正会員、準会員で、２万 6,000 人、アメリカとカナダに、当然ですけれども

ほとんどの方がいらっしゃるということです。損害保険の分野には別団体のＣＡＳというのがありますので、

おそらく、SOA の会員は生保と年金の人の人数ではないかと思います。それで、あと、日本と違うなと思う

のは、インターネットによるセミナー、ウェビナーと呼んでいますけれども、それが結構頻繁に、毎週のよ

うにありまして、有料なのですけれども、あります。多分このように多くなったのは、ＳＯＡで継続教育の

要件ができたからではないかと思うのですけれども、実際、アメリカは、全米のあちこちにアクチュアリー

がいますので、１箇所に集まってセミナーをやるということは、事実上無理なのではないかという気がしま

す。 

 次に、試験制度なのですけれども、よく変わるのですけれども、現状を調べてみましたら、まず、簡単に

言いますと、１次試験５科目の後、モジュールという、ｅ‐ラーニングです、これをパスしたら丸１日のセ

ミナーに出まして、それでやっと準会員、その後、２次試験を３科目、モジュール四つ、それで３日間のセ

ミナーで、晴れて正会員と。このセミナーですけれども、プロフェッショナリズムなどのケーススタディや

そのようなもの、あとは一人一人プレゼンテーションすることが要求されていまして、少グループですけれ

ども、そのようなのがありました。他のアクチュアリー会で合格した試験を、相互に認定する制度もありま

す。 

 ちなみに、香港にはアクチュアリー会があるのですが、ただ香港では、自分のアクチュアリー会で試験制

度をもっていません。ということは、香港でアクチュアリーになりたかったら、アメリカやイギリスなど、

そのようなところの試験を受けないといけないということです。他にも、このようにして自分の国のアクチ

ュアリー会には試験がない国というのは、たくさんあると思いますので、そのような国の方というのは、最
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初に、英語なりそのようなことが使えないとスタート台に立てないという環境に置かれているのだなと思い

ました。 

 はい、私は以上です。ありがとうございました。 

 

 

中司 はい。岡口さん、ありがとうございました。 

 ここで私が、オーガナイザーから、一瞬パネラーになりたいと思います。 

 次に、私は現在、オーストラリアのシドニーで勤務しております。私からケーススタディとしてお話しさ

せていただきます。 
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まず、多くの方がもうご存じかもしれないですけれども、再保険業界に私は現在おりますけれども、大手の、

特に再保会社はかなり早期からいろいろな国にビジネスを展開しているということが分かるかと思います。

右下の地図を参考に、ＲＧＡのオフィス所在地を点で表しているのですが、これは、ごらんいただくと分か

るように、いろいろな地域に分散しているのが分かるかと思います。一つおもしろいのは、オフィスだけで

はなくて人材の交流も非常に活発でして、例えば、オーストラリアにいた人が、家族の都合あるいは業務の

都合でイギリスに行く、カナダに行く、あるいは、香港に勤務をしていた人がオーストラリアに来る、アメ

リカに来る、そのようなことが、非常に頻繁に、活発に行われているという状況があります。 
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私の略歴を、簡単にこちらに並べてみましたが、ごらんいただくと分かりますように、私は典型的なアクチ

ュアリーのパスとは、かなり違うパスにはなっています。私は、大学院を中退してしばらくフラフラしてい

ましたので、新卒採用という形で私は入社しておりません。さらに、最初の仕事は、私は人事関連の仕事を

しておりましたので、これも全くアクチュアリーとは関係なくて、アクチュアリーの仕事に就きましたのは、

実は、27 歳にそろそろなろうかという時期になります。ただ、このような他業界を経験したということで、

もしかしたら普通の、他のアクチュアリーの人たちとは少し異なった視点からこの職業を見ているのかなと

いうようにも思っています。現在は、ＲＧＡオーストラリアということで、前の職場、今の職場ともに、ほ

ぼほとんどのところで商品開発に携わっております。 
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そして私が、アクチュアリーとして働き出したときに何を思ったかと言いますと、私は人事畑からスタート

したものですから、このようなことを考えてしまったのですが、40 歳の初めぐらいまでにこのような力を付

けておきたいというのを考えていました。当時考えていたのが、一つが専門知識。そしてもう一つが、マネ

ジメントができるような能力、そして三つ目が、国際的環境への対応力というものなのです。「これ、何で三

つ目があるの？」というのを、結構皆さん、思われるのかもしれないのですけれども、これは、私が人事の

会社にいたときに、多くのクライアントの方とお話をして、国際的に活躍している、グローバルな環境で活

躍できる人材は、どのような経験をしてきたのだろうというところで見つかってきたのが、共通の経験とし

て、若い頃、20代、30代のうちに、異文化の環境、あるいは他の国で揉まれて苦しんだ、このような経験が

共通してあるということを、そこで発見したわけなのです。それで、これは自分もこのような経験をするこ

とによって、そのような将来的に国際的な環境で活躍できる人材になれるのではないかというように思った

のが、最初のきっかけになります。 
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それで、いろいろと自分なりに努力をしてみたのですが、うまくいったことも、いかなかったこともいろい

ろありまして、例えば、良かったこととしては、ASEAの部会委員を長いこと務めさせていただきまして、多

くのアジアのアクチュアリーの方々と交流する機会がありまして、非常に刺激になったという点があります。

あるいは、2009年のアクチュアリーの海外研修に参加する機会を頂きまして、ここでプレゼンテーションを

ＳＯＡの年次大会でしようという無茶な企画を立ち上げてしまいまして、ＳＯＡの事務局に直接電話をして

思いきり却下をされたという苦い思い出もございます。最終的には、多くの方々のご協力で開催にこぎつけ

られたというのはあるのですけれども、いろいろやってみましたというところです。 
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すみません、写真を入れるのはちょっと恥ずかしかったのですけれども、昨日の晩餐会で、写真をごらんに

なった方が、「すみません、日本人がいないのですけれども」という話をしたのですが、（写真右端を指差し）

おります。一番右の端が私なのですが、ごらんいただけると分かりますように、オーストラリアという土地

ということもあって、非常に多彩なバックグラウンドが、ここに国籍も入れていますけれども、非常に多く

の国籍、そして資格に関しても、ＵＫ、アメリカ、オーストラリア、南アフリカ、そして私のように日本と、

いろいろなバックグラウンドの人たちが集まって一つのビジネスをやっているということは、なかなか日本

では得られない環境なのかなというように思っています。現在の職務内容はここに書いてありますけれども、

主に、オーストラリアやニュージーランドのマーケット向けに、再保険料率のプライシングを行っておりま

す。 
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オーストラリアのアクチュアリー会について、簡単にここにまとめてみましたが、基本的には、歴史も規模

も人数も、ほとんど日本と変わりません。約 100 年の歴史と、正会員数は 2,000 名ぐらい、日本が 1,500 人

ぐらいだと思うのですけれども、一つだけ違うのが、会員の方々の国籍、バックグラウンドです。ごらんい

ただくと分かりますように、非常に、アジア各地域にバラバラに点在しています。試験制度はこちらで、比

較的イギリスとの共通項が多いかなというように考えています。 
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さて、ここから少し、個人的な感情の入った意見になってくるのですが、私がオーストラリアに行って何を

感じたかと言いますと、まず、そこら中にアジアのアクチュアリーが活躍しているという点です。彼らの多

くは、例えば、大学は海外で教育を受けて、そしてアクチュアリーの資格を取っていろいろな国で働いてい

るのですけれども、基本的に皆さん、英語にプラスして、中国語、人によっては広東語、マレー語、そのよ

うな言葉を使いこなして、かつ母国の外で積極的にキャリアを求めていると、そのような方々が非常に多い

というような印象がありました。先ほど岡口さんの話にもありましたけれども、ＳＯＡの正会員、あるいは

オーストラリアの正会員の半分近くがもう、アジア系の人になっています。その中でさらに気づきましたの

が、全くその中に日本人がいないということが、私はいささかショックでありまして、日本人がそのような

アジアのアクチュアリーのコミュニティーの中から取り残されているのかなというような、少し寂しい気持

ちにも一瞬なりました。 
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こちらは、実際に業務を始めていろいろ気づいたことで、ちょっと時間の都合で、いろいろと詳しくはお話

しできないのですけれども、一つ思い違いをしていましたというのは、私は日本で、実務をきっちりできれ

ば、言葉がそこそこでもちゃんと仕事回せるよねと思っていたのです。ただ実際には、例えばお客さんと話

をするときに言葉が不自由だと、もうその時点で任せてもらえなかったり、ミーティングでネイティヴ同士

が話している内容を聞き取れずに、例えば仕事のクオリティに影響したり、そのようなこともありながら、

なかなか日本と同じように仕事を回していくというのが難しいということを痛感したといいますか、思い違

っていたなというように感じます。 

 あるいは実際に、一番上の部分ですけれども、日本の責任準備金や法令規制などの知識はあったのですけ

れども、それをオーストラリアの方に応用できるかというと、やはり一から学び直さなければいけない部分

も多分にありましたので、そこに関しては、「日々、また勉強しないと」という思いはありました。 
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少し繰り返しになりますが、ここで、「困ったこと」というように書いてありますけれども、今ちょうど、オ

ーストラリア、ニュージーランドのビジネスに従事しているということで、日本人であること、日本語が使

えること、そして日本の法令知識があること、これが全く今、使えないのです。ですので、例えますと、プ

ロ野球の選手が－クリケットというスポーツをご存じでしょうか－クリケット場に来てしまったような感じ

なのです。投げる、打つという基本動作は一緒でも、用具が違う、ルールが違う、グラウンドの形が違う、

打ったらどっちに走っていいかすら分からないと、このような状況で、非常に悩みまして、能力を認めても

らうために、非常に人一倍の努力が必要なのだということを苦しみながら感じています。その一方で、この

経験がどこかで絶対に役に立つだろうと、そのような気持ちを持ちながら、葛藤しながら、今やっていると

いうのが正直なところです。 
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一方で、得ているもの、この上の方に関しては、皆さん、そうなのかなと思われるのですけれども、一つ思

いますのは、私、余談なのですけれども、最初来た時、数カ月、「おまえ、いつまで出張なんだ」と言われて

いたのです。「いや、出張じゃないよ」と、「俺は、ここに移ったんだよ」と、非常にお客様扱いだったので

す。それが、つい最近になって１人のメンバーとして認められるようになったという実感を、少しずつ持ち

だしました。 

 あと、一番下に書いてありますが、環境の変化がいろいろあります。人も変わります。そのような中で、

もういろいろ変わるけれども何とかなるだろうという、根拠のない自信かもしれないですけれども、そのよ

うなタフさが身につきつつあるのではないかということは感じています。今後もし、「香港に移ってくれ」

「シンガポールに移ってくれ」と、あったとしても、「ああ、行きますよ、大丈夫ですよ」ということは、も

う言えるのかなというような気持ちにはなっています。 
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最後に、個人的なところで幾つか、後半の部分がだいぶかぶってしまっているので簡単にお話ししますけれ

ども、なかなか、やはり全員が全員、チャンスに恵まれるわけでもないと思いますし、やはり苦しいですの

で、皆さんご想像いただけるかもしれないのですけれども、そのような中でこれをやっていくというのは、

ある程度、自分が、「こうしたい」という強い意志とモチベーション、そしてそれに、機会に恵まれるという

そのような部分が必要になってくるのかなとも思っています。ただ一方で、個人的には、将来的にこのよう

な環境で仕事をするアクチュアリー、日本人のアクチュアリーが増えてくると思いますし、必要とされる機

会も増えてくると個人的には感じていますので、そのような状況になったときに、私たちが、１人でも多く

の人が活躍できるようになってほしいなと個人的に思いながらオーストラリアにおりますというのが、私の

ケーススタディです。 

 

 ということで、モデレーターの役割に戻りまして、では次に、昨年末までロンドンで勤務されていました、

三菱ＵＦＪ信託銀行の中込さん、お願いいたします。 
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中込 はい。中込でございます。本日は、よろしくお願いいたします。 

 まず、私の職歴から、次のスライドで、ごらんください。お３方は、保険の方、アクチュアリーですが、

私は年金のアクチュアリーということで、まず、その年金のアクチュアリーと保険のアクチュアリーの違い

について考えさせていただきたいと思います。 

 やはり、年金のアクチュアリーというのは、外にお客様がいるというのが、保険のアクチュアリーの方と

は違うのかなと思っています。お客様、一般的な企業で企業年金制度を持っているお客様と、その企業年金

制度の給付をどうするのか、掛金をどのようにして積み立てるのか、あるいは積み立てた年金の資産をどの

ようにしてマーケットで運用するのか、また企業であれば、投資家といいますかステークホルダーが外にい

ますので、このような投資家に対してどのようなディスクロージャーをしていくか、そのような企業年金制

度を運営する諸々の意思決定に対して、専門的な見地からアドバイスしていくというのが、年金のアクチュ

アリーの仕事についての大きなアウトラインだと思っています。 
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かかる観点から私の職歴を振り返ってみますと、入社して最初の８年間は年金アクチュアリーとしての債務

計算ということで、まさにバリュエーションの仕事をしておりました。その後７年近いところでは、一貫し

てコンサルティングということで、外にいるお客様に対してアドバイスをする仕事をしております。最初に

バリエーションをやって、あとコンサルティングということでいいますと、年金アクチュアリーとしては非

常に典型的なキャリアかなとは思うのですが、昨年の末まで１年半、イギリスでコンサルティングファーム

で多国籍企業向けの年金コンサルティングに従事しておりましたので、このあたりが私の職歴のユニークな

ところかなと思っています。 
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ちなみにということで、イギリスのアクチュアリー事情をご紹介させていただきます。岡口さんからのご説

明にもありましたが、やはりアクチュアリーの知名度は非常に高いなと、上から三つ目であります。さらに

言えば、イギリス以外の地域で働いていらっしゃる方も非常に多いというのがあると思います。一番下です

けれども、働いていらっしゃるフィールドでいいますと、保険会社、再保険会社がやはり多いのですが、一

方で年金のアクチュアリーが多い、さらにコンサルティングファームで勤めている方も多いというのが、一

つ大きな特徴ではないかと思っています。 
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エキサイティングに仕事をしていくためには、このグローバルといいますか国際的なところが必要だと、年

金のアクチュアリーとしても必要だというように思っております。 

 これは三つ背景があると思っております。まず一つ目は、先ほど「投資家」という言葉を出しましたが、

国際会計基準、年金の国際会計基準というのもあるのですが、このような国際会計基準が広がる中で、ルー

ルについても国際標準になっていくと。このような中で、海外の実務に対する知見、これが必要とされる、

そのような場面が多いのかなと思っています。 

 二つ目としまして、先ほど、積み立てた年金資産の運用という話をさせていただきましたが、運用といい

ますかマーケットとしては世界でつながっていますので、年金運用やリスクマネジメントに対して海外で、

特にイギリスやアメリカ発の新しいアイディアや考え方というのが入ってくるという、そのような側面があ

ります。その最先端を知るために、あるいは起きている事実の背後にあるビジネス上の狙いを知るためにも、

グローバルである必要があるのかなと思っています。 

 三つ目としては、先ほどお客様自身もグローバルになっていっているということが挙げられます。大関さ

んのお話で、保険会社が海外の会社を買うという、そのような話をされていましたけれども、保険会社以外

の日本企業が、普通にグローバルにどんどん展開していく中で、イギリスあるいはアメリカの会社を買った

はいいものの、そこに年金制度があって、これが連結ベースでは非常に大きなインパクトがあると。それで

困っている、どうしよう、そのような問い合わせもいただいくことが多いのかなと思っておりまして、この

ような背景から、年金のアクチュアリーについてもグローバルという要素が必要になってくるのではないか

と考えております。 
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私の過去の、アクチュアリー会を通した、いわゆる国際的な活動ということで次のスライドをごらんいただ

きたいと思います。いろいろと、アクチュアリー会の各種委員会を通して、いい経験をさせていただいてい

るというように思っております。特に上から２番目の、2004 年の 10 月に海外研修に参加をさせていただい

たことは、私にとっては非常に大きな経験だったと思っています。もう 10 年以上も前の話で、私も 20 代で

あった頃のことなのですが、海外研修ということで 10 日ぐらいの期間がありまして、ニューヨークに行って

ＳＯＡの年次大会に参加をして、年金は年金のチームとして、ニューヨークにある年金のコンサルティング

ファームを訪問して、その現地のアメリカのアクチュアリーの方々とディスカッションをするなど、非常に

いい経験をさせていただいたと思います。現地でお会いしたアクチュアリーの方々とも今でも接点があるの

で、そのような点でも良かったのですけれども、それと同じくらい、あるいはそれ以上に、この海外研修に

参加をした他の会社のアクチュアリーの方々、あるいは運営サイドでこの海外研修を作っていただいた先輩

のアクチュアリーの方々とこのような機会で接点を持つことができたというのは、私にとっては非常に大き

な財産だったと思っています。私は、この 2004 年の海外研修に対しては自費で参加をさせていただきました。

これは自分の中で一つの投資だというように考えていたので、このような機会を使わせてもらいたいという

ことで自腹を切って参加をさせていただきました。当時の先輩方からのアドバイスをいろいろ頂くことがあ

りまして、今のキャリアにつながっていると思っていますので、非常にいい経験をさせていただいたという

ように思っています。 
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次のページでまとめさせていただきますと、いろいろ感想といいますか、難しいテーマだと思いますけれど

も感想めいたことを申し上げます。やはり一番最後の部分が、私としては非常に強く思っているところで、

このようなアクチュアリー会、あるいは年金であれば年金数理人会という団体での委員会活動を通じて、同

じ職業を持つ先輩方からアドバイスを頂くというのが非常に大きな刺激になっていると思います。先ほど申

し上げましたが、海外研修などでお会いした、当時の団長だった石垣さん、副団長だった大塚さんなど大先

輩の方々から、「こういったことをやりなさい」「こういった視点を持ちなさい」など、アドバイスを頂いた

ことが、私にとっては非常に今につながる大きな財産だと思っています。 

 私のケースはあくまで一つの事例にすぎないかもしれませんけれども、国際人材としての日本のアクチュ

アリーの展望を語る上でのヒントを含んでいるのではないかと思っていますので、今日はその話をさせてい

ただきました。以上でございます。 

 

中司 はい。中込さん、ありがとうございます。 

 これまで四つのケーススタディをお伝えしましたけれどもここでお伝えしたいのは、特にこれが成功例だ

というわけでもなく、逆にこれが失敗例ですよというわけでもなく、ただ日本のアクチュアリーが、今現実

にこのように働いていますと、要するにそのリアルな現実を、それに基づいたリアルな感想を、ここをまず

皆さんと共有したかったというのがあります。 
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そして、このパネルディスカッション後半では幾つかのテーマを基に、もう少し掘り下げてパネラーの皆さ

んに意見を伺いたいと思っています。そして同時に、会場の皆さんの率直なご意見も双方向ツールを通じて

伺うことで、私たち日本のアクチュアリーが今どう考えているのかということを共有していきたいと思って

います。残念ながら双方向ツールのパッドを持っていらっしゃらない方は、もし自分だったらどうだろうと

いうように思いながらご参加いただけるとうれしく思います。 

 

 さて、最初のディスカッションテーマは、「国際的な環境に身を投じるきっかけ」ということなのですけれ

ども、まず会場の皆さんに二つほど質問をしてみたいと思っています。国際的な環境というのは、海外に行

くということだけではなくて、より広い意味でとっていただければいいと思うのです。 

 まず一つ目の質問としては、「あなたの現在の業務の中で、国際的な業務に接する機会はどの程度あります

か」ということにボタンを押してください。 

 すみません、今一瞬不具合が起こりまして、もう一度押していただけると助かります。 
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ありがとうございます。なるほど。現在、「全くない」方が一番多くて、４割ぐらいの方が、「全くない」と。

定期的に接する方、主要業務である方というのも３割近くいるという結論になっています。非常におもしろ

いですね。もう少し上が多いのかなと思ってはいたのですけれども。 

 

 そしてもう一つの質問ですけれども、国際的な環境での業務をする場合に、今ご自身がそのような環境に、

「では行ってください」という状況になったときに最も不安に感じる点は皆さんどこにあると思われますで

しょうか。お答えいただけますか。 

 はい。もう少し待ちますか。 

 はい、ではここで締め切ってみたいと思います。 
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なるほど。半分以上の方が、「語学・コミュニケーション」というところで、これは、もしかしたら皆様ご想

像の範囲内なのかもしれないなと思いますけれども、あと、「異文化への対応」が二つ目にきているというこ

とですね。 

 では、ここについて、実際にパネラーの方々にご自身が、このような業務に入るきっかけ、あるいはどの

ような不安があったかということを実際に伺ってみたいと思います。 

 まず大関さん、よろしいでしょうか。 

 

大関 はい。では、小職の方から始めさせていただきます。「国際的な環境に身を投じるきっかけ」という最

初のテーマですけれども、まず動機、想いに関していうと、最初、「海外でアメリカのアクチュアリー会の勉

強で正会員を取ってみないか」と会社から言われたときは、これは「喜んで」という答えをいたしました。、

元々そのような外国に対する憧れもありましたし、大学時代の恩師の方が、「やはり若いうちに１回、外に出

てみなさい」とそのようなことをずっと言われたことがあって、「これはチャンスだ」ということで、飛びつ

いたとのいうのが正直なところです。それで何とかがんばって資格を取ることが出来ました。それで２回目、

今の北大方正人寿への派遣は、アメリカから帰ってきて約 10 年、日本の実務をやって、「さて次のステップ

は？」といったときに、同期で一緒にスタートした人たちと、やはり、特に日本の実務面では差がついてい

る。一方で、私はもう年齢がある程度きていたので、そこで自分の中で、二つ目、三つ目の自分の専門分野

を持たないとやっていけないのではという、そのような危機感もあったこと。それから、そのタイミングで

会社から背中を押してもらったということです。ただ、この時は家族の問題もあって、「家族がどう思うのか

な」「自分１人の事ではないしなあ」ということも思いまして、リスクを感じながらも結局、家族に相談しな

がら身を投じたとそのようなことでございます。 
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 不安という意味では、やはり、「やっていけるかな」という不安はありましたが、それは大きな問題にはな

りませんでした。中国語については、英語が話せたことでアクチュアリー部門の実務では困ることがなくて

一つプラス要因だったのですが、言葉の問題以外のところでいうと、今の仕事に就いたときに、運が良かっ

たことが二つありました。一つは、私の前任者がいて、この会社の課題点などがある程度分かっていました。

事前に、「このようなところをがんばればいいのだ」というところを把握できていたということです。更には、

その前任者がロールモデルになったことで、「このようにやっていけば大丈夫だ」という見通しがあったこと

で、それである程度不安といいますか苦労の半分以上は、それでもうカバーできました。もう一つの幸運は、

私のパートナーだったチーフアクチュアリーのことで、彼が社内のコミュニケーションを一緒にやってくれ

た、彼が大体引き受けてくれた。私は彼とコミュニケーションをしながら、彼とのディスカッションの中で、

日本の実務なりと比較しつつ今ある課題を把握していって、彼に対して、「このようにした方がいいよ」「こ

このところができていないよ」などということでコミュニケーションをして、それが彼を通じて社内に伝わ

っていったというところで、だいぶ救われたかなと思っています。そして、そのような形で自分を伝えてい

くことが、よい経験になったかと、そのようなところでございます。 

 

中司 ありがとうございます。 

 では岡口さん、いかがですか。 

 

岡口 はい。私の場合は、最初のきっかけは転職をしたときでして、そのときは、将来まさか外国に行くと

は全く考えていなかったのですけれども、その転職したときに、直属の上司がアメリカ人でして、他にも周

りに外国人の方がいらしたということで、そのような国際的な雰囲気というのにちょっと触れることができ

て、お陰でといいますか、外国人の方に囲まれてもあまり怖くなくなったといいますか、そのような経験を

まず実際行く前にすることができたというのが大きいと思います。 

 実際にアメリカに行くことになったきっかけは親会社の変更でして、新しい親会社は、アメリカのデラウ

ェア州にあります本社ですけれども、そこで数十カ国全部のＵＳ-ＧＡＡＰの決算をやっておりました。その

ような事情で私が行くことになったということです。ちなみにアメリカの中で担当が幾つか変わったのです

けれども、これは金融危機による、また親会社の変更や会社の組織変更など、言ってみれば、「捨てる神あれ

ば拾う神あり」といいますか、そのような感じの担当の変更でした。 

 ２回目の、アメリカに行ったときと香港に行ったときですね。２回とも、運良く機会に恵まれたなと思っ

ております。それで私に「行け」とチャンスをくれた方、それから快く送り出してくれた上司に、本当に感

謝を言いたいなと思います。 

 

中司 ありがとうございます。 

 中込さんはいかがですか。 

 

中込 私は、大学を出るまでは海外旅行すら行ったことないような人間でした。なので、まさか自分が海外

で生活をするとはとても思っておりませんでした。また、年金アクチュアリーになったというのも、英語を

使うとはとても思ってもなかった、英語はあまり得意ではなかったという背景もあります。ただそれでも、

年金の仕事をしていてお客様と接している中で、このような国際的といいますか、そういった要素が必要に

なるという思いが強くなってきましたので、このような環境に身を投じたという経緯があります。 
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 不安ということで言えば、やはり非常に、そもそもほとんどが不安で、特に生活面ですか、そのようなと

ころで大きな不安というのがあったかなと思っています。以上です。 

 

中司 なるほど、ありがとうございます。そうですね、私の個人的なことをお話ししますと、どちらかとい

うと、きっかけは個人のケーススタディのところでお話ししたのですが、不安としては日本を離れて日本の

業務にブランクが空くということが、もし１年２年ならまだしも、５年、６年、10 年いたらどうなってしま

うのだろうということに、私は何より不安を感じ、今でも感じている面はありまして、そこは正直な気持ち

です。ということを簡単に加えておきたいと思います。ありがとうございます。 

 

 

それでは次は、「アクチュアリーとして国際的な環境で働くということ」というテーマについてお話ししたい

と思います。 

 ここでは、まず皆さんに、自分自身が国際的な環境でお仕事をすることになったらという想像をしていた

だきたいと、その上でこの質問にご回答いただければと思います。「もし国際的な環境で働く場合に、あなた

がアクチュアリーとして発揮できる一番の強みは何だと思いますか」ということで、皆さん、回答をお願い

します。 

 

 はい。だいぶ集まってきました。はい。ではこのへんで締め切りたいと思います。 
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なるほど。「異文化に対する興味適応力」、そして「アクチュアリーとしての知識」の二つが高く出ています。

「協調性」も、結構高く出ていますね。 
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実は、今回、日本のアクチュアリーが置かれている状況をより多角的にとらえるために、事前に外部からの

意見というのも集めておきました。具体的には、日本のアクチュアリーと業務経験のある外国のアクチュア

リーに今回、皆さんにご回答いただく質問と同じ問いかけをしまして同じ集計をしてみました。本調査に、

アメリカをはじめとする諸外国のアクチュアリー会員のメンバーにご協力を頂きました。ありがとうござい

ます。 

 まず、先ほどの質問に対しての皆様のご意見が一つ前のページにありましたけれども、外国のアクチュア

リーから見た私たちに対する評価は、次のようになりました。 
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はい。いかがでしょうか。「協調性」の部分は、皆さんと認識が同じかと思います。６番の「誠実さ」につい

ても近いものがあると言えますけれども、３番がかなり違ったご意見になっているのかなというように思い

ます。「その他」が結構多いのですが、これは何かと言いますと、「細かいところまでやる」と、そのような

意見が、回答にないのに皆さん書いていただきましたということで、かなりそこは評価を頂いているのでは

ないかというように思います。 

 

 このような形で、もう１問出題させてください。同じような状況で、「国際的な環境で働く場合あなたがア

クチュアリーとして一番不足していると思う部分はどこでしょうか」という問いに、皆さん、回答をお願い

いたします。 

 はい、ありがとうございます。回答を集計したいと思います。 
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なるほど。１番目、「語学・コミュニケーション能力」、そして「リーダーシップ」が２番目にきています。 

 はい。これを外部の目から見てみるとどうなるでしょうか。見てみたいと思います。 
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はい。そうですね、皆さんご認識の１番に関してはご認識が一致しているようでありまして。今回の回答数

が 21 ということで、あくまで参考程度ということなのですが、それでもこのような外部の意見を比較してい

くというのは非常に興味深いのではないかと思っています。 

 

 では、続けていかせていただきます。では皆さん、「国際的な環境で成果を出せるアクチュアリー」、その

ような人がいたとします。「一番必要な要件は何だと思いますか」と、一つ、一番必要だと思うものをご回答

をお願いします。 

 はい、そろそろ締め切りたいと思います。はい、今、出てきました。 

14-48



 

 

そうですね、３番の、「異文化に対する興味・知識適応力」、これが一番多くきています。そして、「リーダー

シップ」が次にきている。「語学」と「リーダーシップ」が次にきているのが見られます。そして６番目、結

構多いですね。 

 さあ、外国のアクチュアリーの人たちは、このような国際人材はどのような要件をもっているべきという

回答をしたか見ていきたいと思います。 
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はい。非常に興味深いなと思いましたのは、皆さん結構、「リーダーシップ」に高く回答されていたのですけ

れども、意外に「リーダーシップ」が少ないということです。これはおそらく、アクチュアリーとしてとい

うことなのかなと思っています。先ほどの回答と非常に似ているのは、「専門知識」「適応力」、そして「人間

的な魅力」、ここに関して必要だという点は、皆さんのご認識に非常に近いのではないかというように思いま

す。 

 

 そしてこのテーマの最後、「今現在、皆さんが考える国際人材としての要件を、皆さんご自身が満たしてい

ると思いますか」という質問なのですが、ご回答いただければと思います。 

 はい、ありがとうございます。 
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７割、８割近い方が、「そうは思わない」と、非常に謙虚なご意見を頂きましたが、外国のアクチュアリーは

一体どのような判断をしているかというのを見てみたいと思います。 
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いかがでしょう。実は半分近くの方が、「いや、そう思うよ」というように回答しています。これはデータを

少しスクリーニングかけて、日本の経験が８年以上と、かなり長く日本にいらっしゃる方々に限定しますと、

７割近くの方が「そう思うよ」というように回答されているというのが非常に興味深いところです。これを

見て考えるに、おそらく日本人というのはすぐには評価をされづらいのですけれども、長い目でじっくり付

き合っていくことで良い点が見えてくるのではないかというように思ってはいるのですけれども、皆さんは

どのように感じられましたでしょうか。 

 

 さて、この部分に関してもパネラーの方々に少しずつご意見を伺っていきたいと思います。では、最初に

岡口さん、もし何かコメントがあれば。 

 

岡口 そうですね。国際的な環境で働くということで、実際にどんな仕事をしているかによって難しいか簡

単かということは変わってくると思うのです。具体的には、日本に関連した仕事をしているか、要は自分の

日本に対する知識を使えるかどうか。今の中司さんのように、全く自分の持っている知識が使えないという

のは、かなり厳しい状況だなと思います。それと、あと考えるのは日本のことを他の人に伝えるのが役目な

のか、それとも外国でやっていることを日本に伝えるのが役目なのか、それで仕事の内容が変わってくるか

なということがあります。それと、あと実際赴任するときに、自分がマネージャーなのか一担当者なのかな

ど、お客様と会うことがあるのかどうかというようなところも、かなり違ってくるのかなと思います。英語

などは当然壁になるとは思うのですけれども、最初は。ただ、昔と違いまして、今はインターネットですと

かＥメールがありますので、そのようなところの壁というのはかなり低くなっているのではないかなと思い

ます。その気になれば、時間をかければ何とかできるというようなことになってきているのではないかと思
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います。 

 

中司 ありがとうございます。 

 中込さん、もし何かコメントがあれば。 

 

中込 岡口さんが整理をしていただいたので、手短に。要件ということでいうと、自分に置き換えてみると、

そのいずれも劣っていると思っているのですが、特に一番重要かなというのは、異文化に対する興味や知識

や適応力などではないかと思います。それを楽しいと思えるかどうかといいますか、そのような部分という

のは非常に重要なのかなと、自分に対しても思っているところでございます。 

 

中司 なるほど。 

 大関さん、もし何かコメントがあれば。 

 

大関 はい。先ほどの統計といいますか、アンケートの結果とも関係するのですけれども、日本人ってなか

なか理解されづらいのだろうなというのは、やはり実感としてありましたし、赴任するときも、このことは

一つの大きなテーマだったと思います。なので、まず彼らの中にどう溶け込むかという問題が大きかったで

す。 

 私の場合は、アクチュアリーなので、数字でコミュニケーションするというのは比較的楽だというのは知

っていましたので、どうしたかというと、月次決算の数字をまず追いかけてみて、そこで、「これどうなって

いるの」「ここのところもうちょっと教えてよ」などという形で、こちらから聞きに行く。彼らといいますか、

アクチュアリーというのは、聞かれれば答えるのが大好きですから、いくらでも教えてくれます。ノンネイ

ティヴ同士の英語のコミュニケーションなので、そこのところもある程度、お互いのことを理解しようとい

うスタンスでコミュニケーションが始まります。それが最初でした。そのような形でやってきたので、海外

で特に日本人が英語でビジネスする場合に、中司さんの先に話された例というのはかなり極端といいますか、

一番すごい事をやろうとしています。通常はそこまでやろうとすると大変なので、まずはノンネイティヴと

してのコミュニケーションから始めていって、そこを広げていくというのが、実際の業務の始め方なのかな

と。そうしながら、中国のレギュレーションも知るし、中国語で文献資料などを読んで、何となく分かった

り。分からなかった場合は、１次資料を教えてもらって、ここに書いてあるからと言われれば、分からない

のだけれども一応読んでみて納得した気になる、そのようなところから始めていく、そのような形で働き始

めたのが、私の経験です。 

 

中司 ありがとうございます。私のコメントは前のお三方にお話し頂いたことのほとんど繰り返しになって

しまうかと思いますので、控えさせていただき、時間の都合で次のテーマにいきたいと思います。 
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次のテーマですが、このような経験をして、どのように自分たちのキャリアに変化をもたらしていったのか、

そしてもたらしていくのだろうかということについて話してみたいと思います。 

 まず、当然外国のアクチュアリーの人たちにとっても、日本での経験は異文化経験ということになるはず

ですので、彼らが日本での経験を通じてどのように感じたのかというのをアンケートで聞いてみました。 
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彼らの回答を見ていきますと、ほぼ９割の人が日本で業務、つまり、「違う環境で業務をしたことが自分のキ

ャリアに役に立った」というように回答しています。もう少し細かく、「では、どのようなところが役に立っ

ているのですか」というところを、実際にもう書いてもらいましたが、全部を見せると大変ですので要約し

たものをこちらに書きますと、簡単に言いますと、「異なるアクチュアリー実務、あるいは考え方やアプロー

チ、そしてビジネスのやり方、意思決定プロセス、そのようなところの違いや、それに対しての理解が深ま

りました」ということを、彼らからのコメントとして頂いています。原文を載せてみましたが、すみません、

非常に細かくてお手元の資料にないと思いますので、後ほどＷｅｂサイトにアップされると思います。そち

らをごらんください。このように、日本語の訳はニュアンスがつかみづらい部分もありますので、あくまで

参考程度にごらんいただければと思います。こちらにも、まだあります。このような形で、さまざまなコメ

ントを頂いています。 
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さて、ここでもパネラーの方々に、どのようなキャリアの変化が自分に起こったかということについて、ま

ず中込さん、お願いしてもよろしいですか。 

 

中込 そうですね。実際にイギリスに行ったこと、あるいはその前にいろいろなアクチュアリー会などで海

外研修などに参加させていただいたことも含めて、やはり年金の仕事をしているときには、あまり英語を使

うことというと、ウェイトとしては決して多くはないのかなと思ってはいますけれども、そういった部分が

自分としては一つの強みになっているのかなと思っていますので、そのような点ではプラスになっているの

かなと思っています。以上です。 

 

中司 はいありがとうございます。 

 大関さん、いかがでしょうか。 

 

大関 はい。チーフアクチュアリーと一緒に議論するというプロセスを通じて、やはり日本で学んだことを

実際違う環境で応用するという経験をたくさん積ませていただいたと思います。それで感じた事というのは、

基本的なアクチュアリーの原理原則は変わらない、それからアクチュアリーとしての役目、それも変わらな

い。ただ環境が違うので、それをどのように読み替えていく、あるいはその国のレギュレーションの中でど

のように解釈していくというようなところをやり直す、そのようなプロセスを通じて、アクチュアリーとし

ての実務経験に幅が出たし、外国にいるということで二つの違う基準を知りながら、良いところは何か、そ

うでないところはどこか、そのようなところで複数の基準を自分の中で持てたというところが、一番大きか

ったかなと思います。 
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中司 ありがとうございます。 

 岡口さんはいかがでしょうか。 

 

岡口 はい。元々自分のキャリアについてあまり考えない人間だったのですけれども、このように海外に出

たりしてみて、ちょっといろいろ違ったことを経験してみて、このようなスキルで今後将来何ができるのだ

ろうかみたいなことを、割と頻繁に考えるようになりました。いつ日本に帰ろうかなど、そのようなことを

含めてです。ですから、そのような意味で、は細かいショートタームの、ミッドタームの目標を持つといい

ますか、そのようなことを考えやすいのかなと思います。 

 

中司 はい、ありがとうございます。 

 私の個人的な、まだまだ私は海外では２年ちょっと、日本での業務を含めても、国際的な環境という意味

では５年ちょっとしか今はないのですけれども、ただその中で今後自分がどのような仕事を選ぶかというと

きに、日本か海外かという物事の見方をしなくなってきたということです。「このような仕事がやりたい」、

たまたまそれが香港かもしれない、たまたまそれがアメリカかもしれない。「ああ、いいですよ、行きますよ」

と、そのような感覚で日本海外という目線ではなくて、自分が何をやりたくて何が求められているのかとい

う目線で自分のキャリアを組み立てていけるのではないかという感覚をつかみつつあるというのが、今の私

の状況です。ただ、まだまだ道半ばですので、これからもう少し自信を付けないといけないなというように

思っています。 
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それでは、次のテーマにいきたいと思います。だんだん核心に入ってきましたが。 

 「日本のアクチュアリーが国際人材となるためには、どうしたらいいのでしょうか」。これまでのディスカ

ッションの中で皆さんの中に、「いや、国際的な環境でぜひ働いてみたい」という方も、そうでない方もいら

っしゃる、出てきたのではないかと思いますけれども、もしそのように働いてみたいといったときに、「では、

一体どうすればいいのだろう」という疑問が浮かんでくるのではないかと思います。 

 そこで、実際に外国のアクチュアリーの方々から、「日本人はどうすればいいのですか」ということに対し

てコメントを頂いています。これも、まず要約したものをごらんいただければと思うのですけれども、要約

してみますと、まず経験という面からは、「まずは外の世界に触れてください」ということが非常に多かった

です。そして、「あえてリスクをとってみて、挑戦を恐れずにいってみてください」ということを、彼らが日

本人のアクチュアリーと接した経験からコメントを頂いています。そしてスキルの面からは、例えば自分の

考えをきちんと出すということの重要性、考えを分かりやすく伝えるという説明能力、そして一番下に、語

学力はもう絶対に必要ですということは繰り返しコメントに入っていました。これも一応全文載せましたが、

細かいですので、また後ほどごらんいただければと思っています。 
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これについて、またパネラーの方からご意見を頂きたいと思うのですけれども。 

 まず、また岡口さん、何かコメントがあれば。 

  

岡口 ちょっと後回しでもいいですか。 

 

中司 はい大丈夫です。 

 では大関さん、よろしいでしょうか。 

 

大関 はい。語学力に関していうと、英語の勉強という点では、日本は学ぶ環境が整ってきていて、私の学

生の頃よりは遥かにいい環境になってきているので、自分の中で方法論を確立できれば、いろいろなアプロ

ーチができるかと思います。 

 英語ができるようになると、実は中国語へのアプローチというのも意外とやり方が似ています。言葉に対

する感覚というのはつかめるので、次の言語にもいけるということで、非常においしいといいますか、一つ

言葉を覚えるというのは、実は複数の言葉へアプローチする事だというのを、今中国で感じています。 

 あと、準備という意味では、アクチュアリーの資質として何が求められているかというが大事かと思いま

す。一番重要と今の私が思うのはインテグリティーといいますか、常に同じことを言い続けるというか、首

尾一貫した発言をしていくこと、そのようなことが非常に大事かなと思っています。 

 あと、異文化への対応という意味では、日本に入ってくる中国の情報、また逆に中国に入ってくる日本の

情報にはさまざまなバイアスがかかっていると感じています。その中で、正しい情報とそうでない情報と、

いろいろな情報が入ってくる中で、あまりそれに引っ張られすぎないようにしたいと思います。ちょっと引
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いた視点でみるとか、常に１次情報に当たるよう心掛けるとか、そのようなことをしながら、少し落ち着い

た目で他の国を見る、それができると、異文化への理解や寛容といったことが進んでいくかと思いますので、

そのようなところも興味を持ってアプローチされると良いかなと思っています。 

 

中司 ありがとうございます。 

 では中込さん、先にいかれますか。はい。 

 

中込 はい、そうですね。私は、なかなか人にどうこうと言える人間ではないのですが、ふだん考えている

ことということで話をさせてもらいますと、先ほど岡口さんが、日本というのを使うかどうかというような

ことをおっしゃっていて、中司さんは多分例外だと思うのですが、多くの方が、国際的なご経験をされると

きには、日本というものと紐付いた形が非常に多いのかなと思っています。そうなったときに、私の、ある

いは私たちの強みといいますか、コアコンピテンスとでもいいましょうか、そのようなものというのは何か

ということを考えたときに、私は「日本語のネイティヴである」ということが私たちの一番の強みなのでは

ないのかなと思っています。つまり、日本語というのをこれだけネイティヴで使うことができるというのは

非常に大きな強みだと思っていて、その強みを活かすために、やはり英語を使えると、さらにその強みに磨

きがかかるという考え方も一つあるのかなと思っていて、私自身そういう意識で勉強しておりますので、ち

ょっとご紹介をさせていただきたいと思います。はい。 

 

中司 ありがとうございます。 

 岡口さん、いかがでしょうか。 

 

岡口 ちょっと考えました。自分の目指す将来像のようなものがあって、それで今はまだ足りないなと思っ

ていることがあれば、それを埋めるべく努力するということに尽きると思います。それで、もしそれが英語

なのであれば、例えば英語を勉強する方法というのは本当に山ほどありますので、ちょっと時間をかけて調

べて、自分に合うものをやっていけばいいのではないかと思います。 

 

中司 ありがとうございます。 

 私の個人的な感想になってしまうのですけれども、本当に 100 人が 100 人、国際的な環境にフィットする

とは、正直思っていないのです。ですので、まず特に若い方に関しては、まず実際に外に触れてみて、旅行

でも何でもいいと思いますので、自分の肌で感じて、このような環境に自分がいることをイメージして、そ

れをやってみたいと思えるかどうかをまず自分で判断してみたらいいのではないかと思うのです。その上で、

「私はこういうのは合わないな」あるいは、「私、こういうの、やっぱりいいかも」と思うかもしれないです

し、その点でモチベーションが生まれてくるのではないかと思うのです。特に、最初に違う環境に行きます

と、それは国内国外にかかわらず最初は非常に辛い思いをしますので、その辛い思いを克服して、自分が成

果を出すためには、やはり何かしらのモチベーションをキープすることが必要だと思うのです。そのモチベ

ーションをキープするために何かしら自分がきっかけを見つけて、「ああ、やっぱり自分はこの方向に行きた

いんだ」というものがもしあれば、その方向に進めるのではないかと思いますし、もし、「いや、僕はやっぱ

りこのような方向はいいや」と思うのであれば、そちらにいるというのも、私は選択肢かなと思っています。 
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では、次に、「日本のアクチュアリーの将来像」という最後のテーマに入っていきたいと思います。私たち一

人一人、あるいはアクチュアリー会全体として業界全体という視点も含めて、日本のアクチュアリーが、10

年後 20年後にどうあるべきなのか、どのような役割を担っていくことが必要なのだろうかということを、皆

さんと考えていきたいと思います。 

 

 それでは質問なのですけれども、「10 年後を想像していただいて、あなたが所属する組織において、国際

的な環境で働く機会が増えると思いますでしょうか」というところでご回答をお願いいたします。 

 ありがとうございます。かなり集まってきましたので、こちらで集計したいと思います。 
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なるほど。もう、「減るだろう」という方が全然いらっしゃらないというのは、驚きますね。ほとんどの方が

「増えるだろう」という認識をもっていらっしゃるということになっています。 

 一方で、外国のアクチュアリーの方、日本人はどんどん出ていくのかどうかというのをどう考えているか、

見ていきたいと思います。 
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いかがでしょうか。やや、人数は減りましたけれども、ただ結構多くの方が、「増えるだろう」というように

回答しています。これは個人的な印象ですけれども、予想というよりは彼らの期待なのではないかと思うの

です。「日本人、もっと出てきてくださいよ」という期待を込めて、このように半分以上の方が、「増えるだ

ろう」というように、このような回答をされたのではないかなというように 

個人的には考えています。 

 ではパネラーの方々に、これについても、将来像についてもご意見を頂ければと思うのですが、まずでは

大関さん、お願いしてよろしいですか。 

 

大関 はい、私はやはり、「増えるだろう」と思っていますし、増えてほしいと思っていますし、それだけの

ポテンシャルはあるし、もったいないと思っています。本当にもったいないと思っています。というのは、

中国人のアクチュアリーと触れると、彼らも優秀ですけれども、それだけでなく言葉の壁やコミュニケーシ

ョンの仕方などが違っていて、やはり自分から言っていくという文化なのです、中国もそうだし、アメリカ

も基本的にそうなので、そのような文化の人たちというのは、すぐ外に出ていくと話をするので、相手もす

ぐ分かる。あともう一つ、彼らは言ったことが間違っていたり相手の意見と違っていても、全然気にしませ

ん。自分の意見を言ったのだから、もうそれでいいのだと、次の日また違う平気な顔をして、前の日に言葉

の上でけんかしていても、平気な顔をして付き合っていくと、そのようなことができるので、コミュニケー

ションは早いです。早いのだけれども、本当のところまでコミュニケーションできているのかというのは、

また別問題です。日本人はそこのところのスタートが遅いので、その分、時間をかけて理解するようにする

必要はあるかなと思います。ですからある程度お互いに、何というのか、辛抱強く付き合っていこうという

のも必要かなというように感じでいます。 
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中司 ありがとうございます。 

 では岡口さん、もし何かコメントがあれば。 

 

岡口 はい。昨日も午前中にご来賓の方々の挨拶を聞いておりまして、結構ほとんどの皆様が、これからグ

ローバル化に対応していかないといけないというようなことをおっしゃっていたと思うのですけれども、多

分それは、会計基準ですとかそのようなところが国際的に標準化されるので、そのようなことに対応しなけ

ればいけないというコンテクストなのかなと思いました。 

 一方、よくキーワードとして出てきたのは、「少子高齢化」などということなのですけれども、そうすると

もし国内が先細りということであれば、当然成長の機会を求めて外に出ていかざるをえないというように思

います。 

 そのような意味で、私も、これから多分海外に、国際的業務に皆さんが触れる機会は増えていくと思いま

すし、そうすると、もし自分のところにチャンスが来たときにつかめるように準備をしたらいいのではない

かと思っております。 

 

中司 ありがとうございます。 

 中込さん、もし何かコメントがあれば、お願いします。 

 

中込 手短に。 

 私も同じように、日本のアクチュアリーの将来を考えたときに、今後、グローバルな中で活躍される方が

増えるだろうと思っていますし、そうなってほしいと思っています。 

 

中司 ありがとうございます。 

 私としては、どうやったらうまく説明できるか、今の感情を説明できるかなと考えたときに、例えて言う

ならば、日本のアクチュアリーの人たちを魚に例えますと、海と堤防１枚隔てた湖の中で泳いでいるお魚の

ような感じかなというように思ったのです。真水では上手に泳いでいるのだけれども、海水に入ると泳げな

い、あるいはそもそも堤防の向こうが海であるということすら気づいていない、そのような状況なのではな

いかと、思ったりもしています。そのような私たちが、いざ堤防が、例えばなくなってしまったときに、海

水が流れ込んできてどうなってしまうのかと思うと、皆さんご想像がつくと思いますけど、全部海水になっ

てしまうのです。そのようなときに私たちが生き残っていくためにどうすればいいのかなというように考え

ていました。遅かれ早かれ、そのような海水は、どのような形であれ日本という湖に、流れ込んでくるので

はないかとも思っていますし、一方で、より多くの人たちが自ら堤防を越えて海に飛び込んでいくのではな

いかとも、私は思っています。そのような中で、真水で泳ぐことに慣れてしまった私たちが生き残るために

どうすればいいかのというと、一つが、おそらく堤防を思いっきり高くして絶対海水が入ってこないように

がんばるか、海でも泳げるように私たち自身が進化をするのかのどちらかだと思っているのですけれども、

長い目で見て、皆さんどちらが良いと思いますでしょうか。私たちはどちらでありたいと思うのでしょうか

というのが、私がとても考えているところです。 

 

 最後にもう一度この質問を、今までのディスカッションを聞いていただいた上で、「国際的な環境で働くこ
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とに興味がありますでしょうか」ということに、もう一度だけお答えいただけますでしょうか。 

 はい、ありがとうございます。集計いたします。 

 

 

すごいですね、ほぼ変わっていない。そうですね、私達の目的としましては、もし「分からない」という方

が減ってくだされば、皆様が一人一人が考えて、上（国内を志向）に振れても下（海外を志向）に振れても、

私はどちらでも構わないと思っていて、皆様一人一人が、自分はどうなりたいというのがはっきり枠付けが

できるということができれば、このセッションの目的は果たされたと思っていますので、そのような意味で、

「分からない」という方が少ないということで、私は、われわれのメッセージが伝わった部分もあるのでは

ないかなというように考えております。 

 

 アクチュアリー会のスローガンで最近、「Think the Future. Manage the Risk」というスローガンがあり

ますけれども、これを聞いてみて、これはまさにアクチュアリーである私たち一人一人のキャリアにも当て

はまるのではないかと思っているのです。私たち一人一人が、自分自身アクチュアリーとして将来自分たち

がどうあるべきなのか。そして、将来の環境がどうなっていくのだろうかということを考えた上で、今の立

場の中で何ができるのだろうということを主体的に見つけていくことが大切なのではないかというように、

個人的には考えています。ちょうどアクチュアリー会の海外研修に、今回、来週から出かけられる方がこの

中にもいらっしゃるのではないかと思うのですけれども、ぜひ、外の空気に生で触れて、自分の将来のキャ

リアに活かしていただきたいというように思っています。 

 では、こちらでわれわれのセッションは終了したいと思います。本当に長い間ご清聴、そしてご参加、あ

りがとうございました。 
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